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1 日本の言論 NPOと中国日報社が、2005年から毎年実施した日中の両国民を対象とした共同世論
調査である。 
言論 NPO	 第 10回日中共同世論調査の結果公表 
  http://www.genron-npo.net/world/genre/tokyobeijing/10-7.html 










































                                                        









































0.2.1	 中国における悲劇研究  
現代中国において、「悲劇」という訳語の出現と悲劇問題をめぐる論争は、19世紀




























































































                                                        
1 胡適、『胡適文存』巻一、上海亜東図書館、1921、pp.195−214。 
2 原文の「譲有情人終成眷属」の一文は、「有情人終成眷属」という決まり文句の活用である。 






















































































                                                        
1	 銭鍾書、「詩可以怨」、『文学評論』、1981、第 1期、p.21。 














































































































































                                                        
















































                                                        
1 『渤海大学学報	 哲学社会科学版』、2008、6巻。 






















象徴的収束理論（Symbolic Convergence Theory， SCT）とその方法論であるファ
ンタジー・テーマ分析（FTA）2は、小集団コミュニケーションや社会運動、政治活
                                                        
1 本項は 2009 年筆者が立教大学異文化コミュニケーション研究科で執筆した修士論文「中国民衆
の対日意識に対する検証―映画『南京！南京！』を巡るインターネット言論を手掛かりに―（英
題：A Study of Chinese Attitudes Towards Japan An Examination of Internet Comments on the Movie 
"City of Life and Death"）」を参考し、再構成したものである。 
2 SCTや FTAに関しては、下記の書籍や論文などを参照。 
	 書籍：	 
 Bormann, E. G. (1980). Communication Theory. Holt, Rinehard and Winston. 
 Cragan, J. F., & Shields, D. C. (1995). Symbolic theories in applied communication research：
Bormann,Burke and Fisher. New Jersey: Hampton Press. 
 Foss, S. (2001[1996])). Rhetorical Criticism: Exploration and Practice (2nd ed.). Prospect Heights.	 	 
論文：	 
 Bormann, E. G. (1972). Fantasy and rhetorical vision: The rhetorical criticism of social reality. Quarterly 
Journal of Speech, 58. 
 Bormann, E. G. (1982). Fantasy and rhetorical vision: Ten years later. Quarterly Journal of Speech, 68. 

































（ Plot line/Action Theme）、登場人物が役を演じた場所である場面テーマ
（Scene/Setting Theme）、そして言説者が登場人物の行動に対する価値判断の基準を
示し、言説者自身の観点を正当化し、聞き手を説得する為の判断基準テーマ
（Sanctioning Agent/ Legitimizing Theme）によって構成される総合的なファンタジー、
                                                                                                                                                      
research：Bormann,Burke and Fisher. New Jersey: Hampton Press. 
Bormann, E. G. (1992). Fantasy theme analysis and rhetorical theory. The Rhetoric of Western Thought
（5thed）. Dubuque, Iowa: Kendall Hunt. 
 Bormann, E. G., Cragan, J. F., & Shields, D. C. (1994). In defense of symbolic convergence theory: A 
look at the theory and its criticisms after two decades. Communication theory, 4.  
 Bormann, E.G., Cragan. J. F., & Shields, D. C. (2001). Three decades of developing, grounding, and using 
symbolic convergence theory (SCT).Communication yearbook, 25. 
1 Bormann, E.G., Cragan. J. F., & Shields, D. C. (2001). Three decades of developing, grounding, and 







































































図 0.1	 ファンタジー・テーマ分析の基本概念関係図 
（Bormann, E. G. (1995[1990]). Symbolic convergence theory. Cragan, J. F., & Shields, D.  
  C. Symbolic Theories in Applied Communication Research：Bormann,Burke and Fisher. 
  (pp.44). New Jersey: Hampton Press.） 
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 座標から星座へ――「悲
劇」の理念の発見	 



























































































































2.1  加藤行夫による「悲劇の座標理論」	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どころに雨が降り出した、という。	 












































                                                        
1 波多野太郎、「関漢卿の戯曲について――“竇娥冤”分析――中国文学史研究十一」、『横浜市立











































































































                                                        
1 田中謙二編、『中国古典文学大系	 52	 戯曲集（上）』、平凡社、1971、p.155。 
2 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、p.12。 
3 田中謙二編、『中国古典文学大系	 52	 戯曲集（上）』、平凡社、1971、p.155。 
4 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、pp.16−17。 
5 田中謙二編、『中国古典文学大系	 52	 戯曲集（上）』、平凡社、1971、p.161。 
6 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、p.17。 









































                                                        
1 田中謙二編、『中国古典文学大系	 52	 戯曲集（上）』、平凡社、1971、p.162。 
2 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、p.26。  









































                                                        
1 蘇力、「竇娥的悲劇――伝統司法中的証拠問題」、『中国社会科学』、2005年第 2期、p.98。 
2 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、p.16。 
3 田中謙二編、『中国古典文学大系	 52	 戯曲集（上）』、平凡社、1971、p.161。 
4 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、p.17。 
5 田中謙二編、『中国古典文学大系	 52	 戯曲集（上）』、平凡社、1971、p.162。 
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 有日月朝暮悬，有鬼神掌著生死权。  
 天地也只合把清浊分辨，可怎生糊突了盗蹠颜渊。  
 为善的受贫穷更命短，造悪的享富贵又寿延。  
 天地也做得个怕硬欺软，却原来也这般顺水推船。  




















                                                        
1 その部分は 1995年人民教育出版社による『全日制普通高級中学校課程標準』が編訂されて以来、


























































                                                        
1 田中謙二編、『中国古典文学大系	 52	 戯曲集（上）』、平凡社、1971、pp.164－165。 
2 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、p.10。  













































                                                        
1 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、p.10。  
2 田中謙二編、『中国古典文学大系	 52	 戯曲集（上）』、平凡社、1971、p.154。 
3 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、p.18。 













































                                                        
1 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、p.18。 






































































                                                        
1 戦国斉の人。讒言を信じた燕の恵王に殺され、その怨みのために六月盛夏に霜が降ったという。	 




































                                                        
1 清廉で、かつ公正な官吏を意味する。 
2 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、p.23。 





















































                                                        
1 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、p.26。 
2 田中謙二編、『中国古典文学大系	 52	 戯曲集（上）』、平凡社、1971、p.173。 
3 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、p.26。 











































ける『趙氏孤児』研究は 20世紀 90年代から 21世紀の初頭にかけ、徐々にそのピー
クを迎えてきたことが分かった。特に 2000年以降の 10年間で、13部の関連著作、
85篇の学術論文が出版、発表され、それぞれ 50年代からの『趙氏孤児』関連研究総









































































































1 竹治貞夫、「元曲趙氏孤児の構成」、『徳島大学学藝紀要	 人文科学』（3）、1953、p.17。 












































































































































































































































































                                                        
1 幼名のこと。 
























































































                                                        
1 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、p.90。  






















































































                                                        
1 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、p.75。 
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1 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、pp.497－498。 
2 郭迎暉、「論孟称舜『嬌紅記』及其在文学史上的地位」、『内蒙古大学学報（人文社会科学版）』、
2000年 6月、第 32巻、p.100。	 
3 陳静芳、「『嬌紅記』叙事芸術探析」、『宜賓学院学報』、2010年 10月、第 10巻、第 10期。 
4 姚梅、「嬌紅形象的文化学闡釈」、『咸寧師専学報』、1996年、第 16巻、第 4期。 
5 呂茹、「従情到理：孟称舜愛情劇創作内涵変化」、『綏化学院学報』、2008年、第 28巻、第 6期。 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                        






















































































































	 	 鴛鴦于飛畢之羅之。	 
	 	 	 君子萬年福祿宜之。	 
	 	 	 
	 	 鴛鴦在梁戢其左翼。	 
	 	 君子萬年宜其遐福。	 
	 	 
	 	 乘馬在廄摧之秣之。	 
	 	 君子萬年福祿艾之。	 
	 	 
	 	 乘馬在廄秣之摧之。	 
















にいて	 	 	 	 片羽おさめてやすらえり	 








	 君はよろず代	 	 	 	 	 福禄はおん身が上に	 
	 四つの馬厩にあれば	 	 摧いつ秣いつ	 
	 君はよろず代	 	 	 	 	 福禄はみ上にやすんず3	 
                                                        
1 崔豹、『古今注』鳥獣、『諸子集成	 補編』、四川人民出版社、1997、pp.315−316。 
2 『詩経』、台北藝文印書館、1955、p.428。 



















































                                                        










































                                                        


























































































                                                        
1 李春艶、「孟称舜『嬌紅記』言情特点探析」、『忻州師範学院学報』、第 27巻、第 6期、2011、p.13。 




















































































































































































































































































































































































































































































































  	 
姐姐果为小生而死，小生断也不忍独生了。2（第四十五出	 泣舟）	 





















































































































































































































































































































































6.3.1 身代わりを「実施する」側の動機  
身代わり悲劇のクライマックスは三段目の『熊谷陣屋』であるが、そのための伏線
がその以前から用意され、敷かれていることは河竹登志夫をはじめとする先学によ
                                                        





































6.3.2 身代わりを「命じる」側の動機  
	 熊谷以外にも、外的な「主従」と内的な「恩義」という二重の関係に縛られ、こ
の二つの動機によって動かされた人物がいる。それは、身代わりのトリックを計画
                                                        
1 河竹登志夫、『比較演劇学』、南窓社、1967、p.111。 
2 同書、p.111。 















































































































































































                                                        
1 祐田善雄校注、「一谷嫩軍記」、『日本古典文学大系 99	 文楽浄瑠璃集』、岩波書店、1965、p.233。 
2 武智鉄二、「熊谷陣屋検討」、『定本武智歌舞伎	 武智鉄二全集 3	 文楽舞踊』、三一書房、1979、
p.227。  


























































                                                        

























































































































                                                        
1 祐田善雄校注、「一谷嫩軍記」、『日本古典文学大系 99	 文楽浄瑠璃集』、岩波書店、1965、p.246。 
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1 河竹登志夫、『比較演劇学』、南窓社、1967、p.88。  























































































































































































































































                                                        
1 武智鉄二、「熊谷陣屋検討」、『定本武智歌舞伎	 武智鉄二全集 3  文楽舞踊』、三一書房、1979、
p.228。  














































































































































































































                                                        



















































































































































































































                                                        






















































































































                                                        











































                                                        
1 杉山其日庵、『浄瑠璃素人講釈』、鳳出版刊、1975、p.150。 














































































































































                                                        























































































6.4.3 「同感の悲劇」としての『熊谷陣屋』  
	 すでに論述したように、『熊谷陣屋』における悲劇的な場面と悲哀感情の表現は、
身代わりの計画に巻き込まれた三人の親をめぐって描かれている。言い換えれば、
                                                        















































































































































































                                                        
































































                                                        













































                                                        
1 野田正彰、「忠臣蔵の受容――集団的陶酔として」、『国文学	 解釈と教材の研究――忠臣蔵・日
本人の証明』、1986、12月号第 31巻 15号、p.92。 
2 祐田善雄、「「仮名手本忠臣蔵」成立史」、『国文学	 解釈と鑑賞――「仮名手本忠臣蔵」のすべて』、
1967、十二月号。 















































の証明』、1986年、12月号第 31巻 15号。 
11 唐暁紅、于永海、「柔韧与剛強――論中日文化中悲劇意識的差異」、『渤海大学学報(哲学社会科学
版)』、 2008年 06期。 






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                        













































































































































































































































































































































































































                                                        
1 諏訪春雄、「忠臣蔵の深層――日本人の観劇観」、『国文学	 解釈と教材の研究――忠臣蔵・日本












































                                                        
1 諏訪春雄、「忠臣蔵の深層――日本人の観劇観」、『国文学	 解釈と教材の研究――忠臣蔵・日本





























































































































































































                                                        
1 小林恭二、『心中への招待状	 華麗なる恋愛死の世界』、文春新書、2005年など。 












































                                                        
1 イヴァナ・ミハイロヴイッチ、「廣末保の「悲劇」概念について――『近松序説』を中心に」、『岡
山大学大学院文化科学研究科紀要第 21号』、2006。 
2 西尾邦夫 、「近世悲劇の誕生」、『國文學論輯	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1 李群、「武士道与文化侵略――探析近松門左衛門文学中的侵華意識」、『東疆学刊』、第 22巻第 4
期。 
2 篠田正浩、「心中のドラマツルギー」（『国文学	 解釈と鑑賞	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 （中略） 
想当初你夫主遗留，替你图谋，置下田畴，早晚羹粥，寒暑衣裘，满望你鳏寡孤
独，无捱无靠，母子每到白头。公公也，则落得干生受。 
























































































                                                        























































































































                                                        
1 祐田善雄校注、「一谷嫩軍記」、『日本古典文学大系 99	 文楽浄瑠璃集』、岩波書店、1965、p.246。 























































































                                                        
1 崔吉城著、真鍋祐子訳、『恨の人類学』、平河出版社、1994、p.244。 
2 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、p.19。 















































                                                        













































































































































































































































































































































































































                                                        
1 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、p.10。 








































                                                        
1 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、p.26。 
2 田中謙二編、『中国古典文学大系	 52	 戯曲集（上）』、平凡社、1971、p.173。 
3 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1983、p.26。 




























































































                                                        
1 林雅清、「中国と日本の復讐劇における死の描写――元曲「趙氏孤児」劇と『仮名手本忠臣蔵』






























































































































































































                                                        
1 第 6章「身代わりのミステリー ――『熊谷陣屋』」引用 18、19、22を参照。 
2 祐田善雄校注、「一谷嫩軍記」、『日本古典文学大系 99	 文楽浄瑠璃集』、岩波書店、1965、p.252。 
3 同書、p.252。 
 209 













































































































































































































































































































































































































国  作品  復讐主体の構成  復讐主体の身分  
中国  
『趙氏孤児』 集団復讐 血縁復讐／超血縁復讐 
『竇娥冤』 単独復讐 血縁復讐 
日本  
『忠臣蔵』 集団復讐 超血縁復讐 
『熊谷陣屋』 単独復讐 血縁復讐 
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1 祐田善雄校注、「一谷嫩軍記」、『日本古典文学大系 99	 文楽浄瑠璃集』、岩波書店、1965、p.238。 
2 この点に関しては、第 9章「身代わりと犠牲のファンタジー・タイプ」の 9.1.2「日本式の犠牲
の動機」において詳しい分析を行ったため、ここでは論述を省く。 
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10.2.1	 中国の場合  
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2 王季思編、『中国十大古典悲劇集』（上）、上海文芸出版社、1982、p.23。 









































                                                        

























































































































































































































































































































11.1	 反抗の葛藤  
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1935. 
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国別  作品  誤解の主体  誤解の性質（分類） 
中国  






『曾根崎心中』 徳兵衛/大坂中の人々（世間） 誤解 
『忠臣蔵』 勘平/弥五郎に代表される義士ら 誤解 
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 2』、小
学館、1998、p.28。 
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 ①なす	 →	 ②なるを待つ状態	 →	 ③滅ぶ	 →	 ④なる	 
	 




























































































































項目	 作品	 人物	 死の類型	 
中国	 
『竇娥冤』	 竇娥	 広義の自殺	 
『趙氏孤児』	 韓厥・公孫	 狭義の自殺	 

















































































































































































































































































































3	 倉石武四郞（他）訳、『世界文学大系	 第 69	 論語	 孟子	 大学	 中庸』、筑摩書房、1968、p.80。	 











































                                                        













































































































































































































































































































































                                                        


































































































































                                                        














































                                                        













































                                                        





















































































































































































































『竇娥冤』	 ○	 ○	 ×	 ×	 
『趙氏孤児』	 ×	 ○	 ×	 ○	 
『嬌紅記』	 ○	 ×	 ○	 ○	 




                                                        











































































































































































































































































































































































































































































































































	 	 	 項目	 	 	 	 	 
中国側の悲劇のグループ・フ











































































































































































	 第 2部「中国古典悲劇の三例とその特徴」では、第 3章「『竇娥冤』における悲劇
の構造」、第 4 章「復讐悲劇としての『趙氏孤児』」、そして第 5 章「中国式の悲恋
――『嬌紅記』」の三章に分け、中国の代表的な悲劇三作をファンタジー・テーマと
して、一つ一つ分析した。	 
	 	 続いて、中国側の分析との対照を考慮し、第 3 部「日本古典悲劇の三例とその特









後に、第 5 部「悲劇のグループ・ファンタジー」においては、第 4 部のファン


















	 ①	 「悲劇的対立」とそこから生じた「悲劇的境遇」の属性 
	 ②	 「悲劇主体」の行為準則と自他関係や交流の基盤 
	 ③	 「悲劇」における感情的交流の基本パターン 
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